
こ
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第

一

問

次

の

文
章
は
、
小
森
陽
一
「
〈
読
む
〉
こ
と
へ
の
夢
想
」
（
『
文
体
と
し
て
の
物
語
』
所
収
、

の
一
部
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

※
解
答
は
解
答
欄
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
。

著
作
権
法
上
の
関
係
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
、

二

0
ニ
ー
年
度
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
入
学
試
験
（
圃
圃
一
・
解
審
）
用
紙

実
施
日
時
~
二
0
ニ
―
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）

，

九
時
三
0
分
S

十
一
時
三

0
分
（
二
時
間

0
0
分
）筑

摩
書
房
）
ロロ



こ
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
著
作
権
法
上
の
関
係
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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二
0
ニ

―
年
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東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
入
学
試
験
（
圃
圃
一
・
解
沓
＂
）
用
紙

実
施
日
時
~
二

0
ニ
―
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
九
時
三

0
分
S

十
一
時
三
0
分
（
二
時
間

0
0
分
）



問 問 問 問 問
五 四

し‘ め • 即在 いて
そて文 る文 しし文 てい括 文
こ論中 形中 てて中 ‘ た弧 中 こ
でじの での 説いの わわ内 の の‘ら太 説傍 明る傍 ざけに ． 力

雰二 れ線 明線 し脳線 わで 書 ＇ 夕
〇て部 し部 なの部 ざはか 力
二 い → な＾ さ領＾ ．こなれ ナ に
ーるい さ 2 ＂い域 l ういて

＾ つ年のゎ い.__, ° r、一 ...__,. しのい ア
き現はば ゜ ---, ヽ 一 ただる

ヽ

在 ‘ 書 あ ょ記 括ろ文 s ま
に昭物 る り億 弧う中

＾ し
お和の テ 多は 書 がの オ てけ六流 ク く何 き'-- -::::: 、一

る十通 ス のよ が-, —っ を は
卜 ヽ

→ 三 過 意り なそ の
書年程 を 味豆 され 波 文 著
物＾そ

め 生 れも 線 意 作
の一の ぐ 産 一 てま に
流九も る 性 意識 いた部 合 権
通八の の一 るい→ う 附過八が 最 可と のつ家 よ
程シ、 も

能し はもの う の'-当→ 深 性て な同建 に
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→に書 感 卒在 かに替 切 係
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書 ける なし 説いで 漢 らする身 ＿ に が作 明が縁 字
る→体 つ ら動 した側 に 掲
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存在， てし
な だ し ま な 載

体体を て
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'-'-解 しぃ いつく し るのの体 筆 てる ゜ て な な
関様し 者 い脳 し) っ さ こ
係 子 つ の

きの た た vヽ と
性でつ 考 わ と ゜ が
にすあ え と 領 けぃ

でつ ゜る る は 域 でっ- し

い '- 読 ど ょ は'- き
て と 書 ぅ り な— ま
弓•岡 あ の し)も‘ いも せ
述 る 本 う -, のち

んし が 来 こ身 だろ

゜な 的 と体 ろん
さ 問 意 か'- うい
い 題 義 ‘と がつ
゜ 文 を 文し

L 
も

に ま 意て に晴
お と に潜 つれ・
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二
0
ニ

―
年
度
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
入
学
試
験
（
圃
圃
一
・
解
答
＂
）
用
紙

実
施
日
時

~

二
0
ニ
―
年
二
月
二
十
六
日
（

金
）
九
時

三
0
分
S

十
一
時
三
0
分
（

二
時
間
0
0

分
）



〔
語
注
〕

第
二
問

う
ち
泣
き
て
縫
ふ
ま
ま
に

と
言
ひ
て
、

あ
ら
ば
、
い
と
よ
く
し
つ
べ
け
れ
ど
、
誰
か
は
教
へ
む
。
母
君
の
、
六
つ
七
つ
ば
か
り
に
て
お
は
し
け
る
に
、
習

ー

し

や

う

こ

と

．．

む
か
ひ
ば
ら

は
し
置
い
た
ま
ひ
け
る
ま
ま
に
、
等
の
琴
を
世
に
を
か
し
く
弾
き
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
当
腹
の
三
郎
君
、
十
ば

か
り
な
る
に
、
「
琴
（
イ
）
心
に
い
れ
た
り
」
と
て
、

I

こ
れ
に
習
は
せ
」
と
北
の
方
の
た
ま
へ
ば
、
時
々
教
ふ
。

＜ ゚ 二

0
三

年

度

東

京

藝

術

大

学

。
音
楽
学
部
入
学
試
験
（
圃
園
・
解
答
）
用
紙

実
施
日
時
~
二
0
ニ
―
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
九
時
三

0
分
S

十
一
時
三

0
分
（
二
時
間

0
0
分
）

次
の
文
章
は
、

『
落
窪
物
語
』
の
一
節
で
す
。
中
納
言
の
娘
で
、
皇
族
の
出
で
あ
る
実
母
と
死
別
し
た
落
窪
の
姫
君
は
、
貴
族
の

娘
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
容
姿
に
育
ち
な
が
ら
も
、
継
母
（
北
の
方
）
の
い
じ
め
を
受
け
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
北

の
方
に
は
、

四
人
の
娘
（
上
の
娘
二
人
は
既
に
婿
を
取
っ
て
お
り
、
三
女
が
文
中
の
「
三
の
君
」
）
が
お
り
、
ま
た
息
子
た
ち
も
い

ま
す
（
三
男
が
文
中
の
「
三
郎
君
」
）
。

お
ぽ

や
う
や
う
物
思
ひ
知
る
ま
ま
に
、
世
の
中
の
あ
は
れ
に
心
憂
き
を
の
み
思
さ
れ
け
れ
ば
、

(
A
)
日
に
そ
へ
て
う
さ
の
み
ま
さ
る
世
の
中
に
心
つ
く
し
の
身
を
い
か
に
せ
む

こ
と

い
た
う
物
思
ひ
知
り
た
る
さ
ま
に
て
。
お
ほ
か
た
の
（
ア
）
心
ざ
ま
聡
く
て
、
琴
な
ど
も
習
は
す
人

い
と
ま

（
ウ
）
つ
く
づ
く
と
暇
の
あ
る
ま
ま
に
、
物
縫
ふ
こ
と
を
習
ひ
け
れ
ば
、

副
汎
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
「
い
と
よ
か
め
り
。

(
1
)
こ
と
な
る
か
ほ
か
た
ち
な
き
人
は
、
物
ま
め
や
か
に
習
ひ
た
る

さ
う
ず
く

1
1」
と
て
二
人
の
婿
の
装
束
、
い
さ
さ
か
な
る
ひ
ま
な
く
、
か
き
あ
ひ
縫
は
せ
た
ま
へ
ば
、
し
ば
し
こ
そ

ね
.

物
い
そ
が
し
か
り
し
か
、
夜
も
寝
も
寝
ず
縫
は
す
。
い
さ
さ
か
お
そ
き
時
は
、
「
か
ば
か
り
の
こ
と
を
だ
に
、
も

の
う
げ
に
し
た
ま
ふ
は
、
何
を
役
に
せ
む
と
な
ら
む
」
と
責
め
た
ま
へ
ば
、
嘆
き
て
、
「
い
か
で
な
ほ
消
え
う
せ

ぬ
る
わ
ざ
も
が
な
」
と
嘆
く
。

に
に
比

(
2
)
三
の
君
に
御
裳
着
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
や
が
て
蔵
人
の
少
将
あ
は
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、

い
た
は
り
た
ま
ふ
こ
と
限
り
な
し
。
落
窪
の
君
、
ま
し
て
暇
な
く
、
苦
し
き
こ
と
ま
さ
る
。

(
3
)
若
く
め
で
た

き
人
は
、
多
く
か
や
う
の
ま
め
わ
ざ
す
る
人
や
少
な
か
り
け
む
、
あ
な
づ
り
や
す
く
て
、
い
と
わ
び
し
け
れ
ば
、

(
B
)
世
の
中
に
い
か
で
あ
ら
じ
と
思
へ
ど
も
か
な
は
ぬ
も
の
は
憂
き
身
な
り
け
り

に
い
れ
た
り
」
も
同
様
。

〇
琴
ー
「
琴
な
ど
も
習
は
す
人
あ
ら
ば
」
の
「
琴
」
は
、
七
弦
の
「
琴
の
琴
」
で
、
柱
が
な
く
習
得
の
難
度
が
高
か
っ
た
。
「
等
の
琴
」
は
十
三
弦
の
琴
で
、
「
琴
心

も

ぎ

〇
当
腹
ー
正
妻
か
ら
生
ま
れ
た
子
。

1
0
御
裳
着
せ
ー
貴
族
の
女
子
が
成
長
し
て
、
初
め
て
裳
を
着
け
る
「
裳
着
の
式
」
。

J

れ
を
読
ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

国．科

語

七

枚

の

う

ち

四

枚

目

楽 ，

理

科

か
く
の
み
ぞ
う
ち
嘆

い
と
を
か
し
げ
に
（
エ
）
び
訓
州
[

番

目

学

科

名

受
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生
記
入
欄

受
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問
五

問
四

問 問

(
A
)
・
(
B
)

二
つ
の
和
歌
に
共
通
す
る
、
落
窪
の
君
の
心
情
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

文
中
の
傍
線
部

(
2
)

「
三
の
君
に
御
裳
着
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
や
が
て
蔵
人
の
少
将
あ
は
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま

た
は
り
た
ま
ふ
こ
と
限
り
な
し
」
に
つ
い
て
、
主
語
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
わ
か
り
や
す
い
現
代
語
に
訳
し
な
さ
い
。

文
中
の
傍
線
部

(
3
)

「
若
く
め
で
た
き
人
は
、

①
発
話
者
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

多
く
か
や
う
の
ま
め
わ
ざ
す
る
人
や
少
な
か
り
け
む
、

つ
い
て
、
「
若
く
め
で
た
き
人
（
若
く
美
し
い
侍
女
た
ち
）
」
の
、
落
窪
の
君
に
対
す
る
態
度
と
そ
の
要
因
を
説
明
し
な
さ
い

②
こ
の
発
言
に
こ
め
ら
れ
た
発
話
者
の
意
図
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

わ
か
り
や
す
い
現
代
語
に
訳
し
な
さ
い
。

文
中
の
傍
線
部

(
1
)

「
こ
と
な
る
か
ほ
か
た
ち
な
き
人
は
、
物
ま
め
や
か
に
習
ひ
た
る
ぞ
よ
き
」
に
つ
い
て
、

問
一
文
中
の
傍
線
部
（
ア
）
「
心
ざ
ま
聡
く
て
」
、
（
イ
）
「
心
に
い
れ
た
り
」
、
（
ウ
）
「
つ
く
づ
く
と
」
、
（
エ
）
「
ひ
ね
り
縫
ひ
」

語
に
訳
し
な
さ
い
。

あ
な
づ
り
や
す
く
て
」
に

ひ
て

七

五

科

ロロ

二

0
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度
東
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大
学
音
楽
学
部
入
学
試
験
（
問
題
＿
・
解
棠
F
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用
紙

実
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時
~

二
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十
六
日
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金
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九
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三
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分
S

十
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二
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間

0
0
分
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術
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障
ほ
-
)
用
紙

実
施
日
時
~
二
0
ニ
ー
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
九
時
一

二
0
分
S

十
一
時
三
0
分
（
二
時
間

0
0
分
）
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二
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年
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大
学
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入
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用
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実
施
日
時
~
二
0
ニ
ー
年
二
月
二
十
六
日
（
金
）
九
時
三

0
分
S

十
一
時
三

0
分
（
二
時
間

0
0
分
）


